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警告！
マンチニールの木
この木の葉、樹皮、果実は触ると有害な腐食性の樹液を含む可能性があります。コロンブスはこの小さな青い実を
「死のリンゴ」と言ったそうです。この木はカリブ海沿岸に自生します。この木のどの部分への接触も避けて下さい。



HIPPOMANE MANCINELLA
Hippomane:  [from lat. hippomănes, gr. ἱππομανής, comp. di ἵππος «horse» and 

theme of μαίνομαι «being or making furious»]. –
This term has various meanings: 
1. black protrusion in the forehead of newborn horses, the mother mare eats it and 
deactivates it. But if a man takes it before the mother mare he becomes furious with 
sexual excitement.
2. viscid fluid discharge from mare's vagina during estrus (reproductive instinct), 
aphrodisiac.

“To be horny like a horse”

ヒッポマネ：
この言葉には様々な意味がある：
１．生まれたばかりの仔馬の額に見られる黒い突起、母馬が食べて失活させる。
しかし、もし人間が母馬より先に取れば、その人間は性的興奮で怒り狂う。
２．発情期に雌馬の膣から出る粘着性の分泌液（生殖本能）、催淫薬。
「馬のように欲情する」
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Mancinella: from spanish “Manzanilla”: small apple

From the similitude of leaves and fruit with the common 
apple
It's common name in spanish speaking countries is 
“Manzanilla de la muerte”
Deathly Small Apple tree
It's the most dangerous tree on the planet!!

マンチニール－ある殺人樹
フロリダ、バハマ、カリブ、中央アメリカ、北南アメリカ原産。この木には強い毒がある
（詳細不明）。強いアレルギー性皮膚炎を引き起こす。果実は食べると死に至ると言わ
れている。多くのこの木には警告の標識が立てられている。この木に落ちたわずか数
滴の雨粒でさえ皮膚に水膨れを起こす。

注意！赤い帯が付けられたマンチニールの木の小さな緑のリンゴ
のような実には毒があります。触ったり食べたりしないでください。
また、雨の日にこの木の下に立たないでください、木から滴る雨水
は水膨れを引き起こす可能性があります。

Mancinella: スペイン語で「小さなリンゴ」の意。
マンチニールの葉や実が実際のリンゴに似ていることから。
「死のリンゴ」
この惑星で最も危険な樹木である！！



HIPPOMANE MANCINELLA
it’s side effects are 
1. swollen Adam’s apple and death from asphyxiation. 
2. poisonous latex sap, like Eve says you can’t even touch the tree.
3 spot on match for an apple tree with apples. 
4 Iguanas hang around in this tree eating this fruit beguiling anyone to try the same. 
5 It’s sweet and pleasant at first before turning into a peppery burning tearing sensation. 

副作用として：
１. 喉仏（アダムのリンゴ）が腫れ、窒息して死に至る。
２. 毒性の乳液状の樹液、イブが「あなたはその木に
触る事すらできない」と言ったように。

３. リンゴのなるリンゴの木そのもののよう。
４. この木にぶら下がって実を食べているイグアナを見て、
同じように食べられると騙される。

５. その実は最初は甘く美味しいが、それがピリッと辛く
焼けるような涙が出るような感覚に変わる。
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MORRISON
CASE: “I have torturing thoughts, torture thoughts”
it's a mental weakness. Mancinella is useful in 
women who have been sexually abused in childhood, 
when memories come out. The devil within.
Their sexuality has been waken up too early, and in 
an unnatural way, the can develop hyper-sexuality 
(platina, gratiola, hyosciamus)
Obsessive ideas of self-torture or self-mutilation

MANGIALAVORI:
They have a conflict between PLEASURE and GUILT
Since childhood they can't integrate the inner 
instincts, then they feel some power inside that is 
going to possess them, they have to control it with 
rationality, intellect. When they become tired and 
the mind can't control the instincts anymore, then 
the “evil” side comes out with a ferocious sexuality.

モリソン
症例：「拷問することを考える、拷問のことを考
える」精神的虚弱。Mancinellaは、幼少期に性的
虐待に遭った女性がそれを思い出した際に有用で
ある。悪魔が中にいる。
彼らの性的関心の目覚めは非常に早く、それは不
自然に目覚めさせられたもので、色情症になりう
る (platina, gratiola, hyosciamus)。自分を拷問した
り自傷行為にかられるという強迫観念。

マンジャラヴォリ:
彼らは喜びと罪悪感の間に対立がある。
幼少期から彼らは自分の内にある本能と一体化す
ることができない。そして内なる力が自分を占拠
しようとしているように感じ、それを理性（知
性）でコントロールしなければならない。彼らが
疲れてしまい、精神力ではもはやその本能を制御
できなくなった時に、「邪悪な」側面が獰猛な性
欲とともに現れる。



HIPPOMANE MANCINELLA


